
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
傾聴の原点と今日 
ロジャーズ＆ジェンドリンの実践を紐解いて 

 

【福岡会場】  2018年 11月 3日(土) 12時 30分～17時 30分 

  九州ビル (博多区博多駅南 1丁目 8－31) 
 

【宮崎会場】  2018年 11月 4日(日) 12時 30分～17時 30分 

JA ＡＺＭ 別館（宮崎県宮崎市霧島 1丁目 1-1） 
 

【講   師】  池見 陽先生 

(関西大学 心理学研究科 臨床心理専門職大学院 教授、医学博士、臨床心理士) 
 

【講座概要】  実演を含む、ロジャーズの傾聴、ジェンドリンの傾聴解説を概説 
 

【定   員】  福岡会場 80名 宮崎会場 40名 

※各会場 先着順 定員になり次第締め切らせていただきます 
 

【参 加 費】    8,000円 
 

【学習ポイント】 ３ポイント 
 

【みなし更新研修】有資格者のみ。みなし更新研修２時間分に換算されます。 

(裏面をご参照ください) 
 

【申込方法】  会員マイページまたは FAX(裏面でご確認ください) 
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 先生による傾聴特別講座 

福岡会場 宮崎会場 

一般社団法人 日本産業カウンセラー協会 九州支部 
福岡市博多区博多駅南 1-2-15 事務機ビル 6階  TEL:092-434-4433 ※月～金の 9時～17時 30分(祝日を除く) 

カール・ロジャーズが傾聴の実際を解説しなかった理由はなんなのでしょうか。 

ロジャーズの面接における傾聴の実際はどのようなものだったのでしょうか。 

そして、共同研究者だったジェンドリンの体験過程理論やフォーカシングをロジャーズはどのように評価していたの

でしょうか。 

1975 年のロジャーズによる共感の再定義では、「クライエントがフェルトセンスに対してフォーカシングして、意味

を見出していく過程を援助すること」が「共感の過程」となりましたが、その意義はどのようなものなのでしょう。 

日本のフォーカシング第一人者の池見陽先生が、実演を含めて、ロジャーズ、ジェンドリンが見出した傾聴実践

を紐解いていきます。 

池見先生から 

いただいたメッセージを 

裏面に載せています 

 

会員研修 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員研修 傾聴の原点と今日   申込開始は 9月 10日(月)です！ 

■申込方法 
①日本産業カウンセラー協会本部ホームページ「会員マイページ」からお申し込みください。  
 ※九州支部ではなく、本部ホームページの右上に「会員マイページ」とあります。 

                ↓ 
クリックすると、「会員マイページはこちら」がありますので、そこをクリックしてください。 
             ↓ 
ログインの画面になりますので、会員番号とパスワードを入力ください。 
             ↓ 
「会員研修 池見先生 傾聴の原点と今日」を選択して、申込んでください。 
（定員になった場合は、自動的に入力できなくなります） 
 

②入力受付後、返信メールが自動送信されます。   
                            
③返信メール受信後、1週間以内に、メール記載の指定の口座へ受講料をお振り込みください。  
 
④入金確認順に受講確定となり、2週間ほどで確定メールが届きます。  
 

 

■会員マイページからのお申し込みができない方のみ、下記申込書を FAX ください。 
FAX送信先 093-541-4753（いずれの会場も北九州事務所で受け付けます） 

ふりがな  登録会員番号 

氏  名 
  

日中の連絡先(電話番号) ―          ― 

メールアドレス 
 

希望会場 

(○をつける) 

［   ］ 11月 3日(土) 福岡会場（九州ビル） 

［   ］ 11月 4日(日) 宮崎会場（ＪＡ ＡＺＭ別館） 

 

 

 

７月のウィーンでの国際パースン・センタードおよび体験過程療法

学会でベルギーのリター教授が入手可能なロジャーズの 145 本の面接

逐語記録におけるロジャーズのすべての応答を分類しました。これに

よって、クライエント中心療法の応答の特徴、ロジャーズ自身が年代

を経て、応答傾向が変化していく傾向を明らかにしました。世界の学

者４ー５名がこれに対するクリティーク（批判）をコメント論文の形

で発表することになり、リター教授がそれらに応えるという「誌上討

論」を次号の学会誌で企画しています。私もその一人に選ばれていて、

リター先生の論文に対するコメント論文を書き上げて昨日、投稿した

ところです。そこで、この論文のデータから私が見たロジャーズ先生

の応答傾向について少し話してみたいと思います。 

2018 年 8 月 24 日  池見 陽 

 

 

「資格登録更新」と「ポイント制

度」が切り離され、資格の更新には

関係なくなりました。 

有資格者が資格を更新するため

には、登録有効期間中に「資格登

録更新研修(6 時間)」または、「み

なし資格登録更新研修(6 時間以

上)」の受講が必要です。 

※学習ポイントは特典に 

交換できるようになります。 

特典については、現在 

本部で検討中です。 

みなし更新研修とは  池見 陽 先生からのメッセージ 


